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教員研究業績一覧（言語・文学系、人間・社会学系）
（2007年４月～2008年３月）
［日本文学・人文学研究室］
　圷　美奈子
　　「『伊勢物語』二十三段「筒井筒」の主題と構成―「ゐつつ」の風景と見送る女の心―」、
『古代中世文学論考』第19集、新典社、52～99頁、2007年５月
　　「《雑纂》の世界観―『枕草子』と百人一首―」、『国文学　解釈と教材の研究　特集：
枕草子的人生設計』第52巻６号、学燈社、24～33頁、2007年６月
　　「《見立て》の構造―和歌読解の新しい試みとして―」、『物語研究』第８号、20～32頁、
2008年３月
　　「《歌物語》の主題と手法―『伊勢物語』「梓弓」などの場合―」、『物語研究』第８号、
33～38頁、2008年３月
　　「『伊勢物語』二十二段「千夜を一夜」の主題と構成―和歌贈答の論理―」、『和洋國文
研究』第43号、１～13頁、2008年３月
　　「『枕草子』「五、六月の夕がた」（能因本）と、「五月四日の夕つ方」（三巻本）―二つ
の本文が描き出す、異なる情景―」、『和洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、33～
48頁、2008年３月
　井上清徳
　　䇚伯 銘文　　　　第14回　槙社文会展（会員出品） 2007年５月
　　「賓朋敦夙好」　　　第35回　日本の書展（招待出品） 2007年５月
　　詩經　大雅・常武　　第24回　読売書法展（理事出品） 2007年８月
　　詩經　周南・巻耳　　第39回　日展（無鑑査出品） 2007年11月
　　詩經　小雅・黍苗　　第49回　有山社書展（常任理事出品） 2008年１月
　　詩經　大雅・常武　　第70回　謙慎書道会展（常任理事出品） 2008年２月
　岩下裕一
　　「『の』と混淆」、『和洋國文研究』第43号、33～38頁、2008年３月
　木谷喜美枝
　　「尾崎紅葉『金色夜叉』の〈とき〉」、『国文学　解釈と鑑賞』第73巻２号、至文堂、10
～17頁、2008年２月
　　「『一読三歎当世書生気質』論―新しい小説を求めて（四）―」、『和洋國文研究』第43号、
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25～32頁、2008年３月
　駒見和夫
　　「明治期服飾雛形資料の一背景～和洋裁縫女學校の藤崎サノさん制作品～」、『和洋女子
大学文化資料館・博物館学課程　2006年度年報』２～６頁、2007年６月
　　『だれもが学べる博物館へ―公教育の博物館学』学文社、全161頁、2008年２月
　佐藤勝明
　　「元禄時代俳人大観（二十九）」、『近世文芸研究と評論』第72号、近世文芸研究と評論
の会、196～224頁、2007年６月
　　「元禄時代俳人大観（三十）」、『近世文芸研究と評論』第73号、近世文芸研究と評論の会、
119～147頁、2007年11月
　　『俳諧次韻』「鷺の足」五十韵分析（上）」、『和洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、
１～14頁、2008年３月
　　「『猿蓑』夏発句考（三）―祭と五月雨」、『和洋國文研究』第43号、14～24頁、2008年
３月
　鳥羽田重直
　　「明治22年の子規と漱石」、『和洋國文研究』第43号、52～59頁、2008年３月
　　「漢詩講座」、『書星』2007年４月号～2008年３月号連載、社団法人書星会
　三澤薫生（成博）
　　「『和訓栞』に見る谷川士清見聞の記事」、『和洋國文研究』第43号、39～51頁、2008年
３月
　　「河北景楨筆、谷川清逸書写『和訓栞』稿本について（上）」、『和洋女子大学紀要』（人
文系編）第48集、15～31頁、2008年３月
　三浦俊彦
　　著書『多宇宙と輪廻転生―人間原理のパラドクス』、青土社、378頁、2007年12月
　　「人間原理のパラドクス⑦　「論理で終末を予測」できる時代３」、『現代思想』2007年
５月号、20～31頁
　　「人間原理のパラドクス⑧　皆既日食が本当に意味すること」、『現代思想』2007年６月
号、８～19頁
　　「人間原理のパラドクス⑨　眠りの森の美女」、『現代思想』2007年７月号、30～40頁
　　「人間原理のパラドクス⑩　眠り姫―安眠のための徹底考察」、『現代思想』2007年８月
号、30～42頁
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　　「人間原理のパラドクス⑪　霊体、ゾンビ、そして輪廻転生」、『現代思想』2007年９月
号、20～32頁
　　「人間原理のパラドクス⑫　輪廻する倫理」、『現代思想』2007年10月号、17～31頁
　　「討論：Ｂ.ラッセルをめぐる諸疑問、とくに様相の形而上学について」、『科学基礎論
研究』第108号（Vol.35.No.1,2007年12月）、39～45頁
　　「人間原理的クオリア論」、長滝祥司・柴田正良・美濃正編『感情とクオリアの謎』、昭
和堂（2008年３月）、151～172頁
　　書評「田中一之編『ゲーデルと20世紀の論理学①　ゲーデルの20世紀』」（東京大学出版
会）
　　（『科学哲学』Vol.40.No.２、2007年12月）、71～73頁
　和田久雄
　　「いにしへ」　第35回日本の書展（招待出品）　　　　2007年６月
　　「秋」　　　　第24回読売書法展（理事出品）　　　　2007年８月
　　「大和舞」　　第39回日展（会友出品）　　　　　　　2007年11月
　　「春霞」　　　第45回藍筍会書作展（副会長出品）　　2008年３月
［社会科学研究室］
　伊能武次
　　共著「政治と統治構造」山田俊一編『エジプトの政治経済改革』アジア経済研究所、35
～56頁、2008年３月
　金丸裕志
　　「政党の定義と組織モデルの変化をめぐる考察―政党の目的における「得票の最大化」と
有権者からの乖離―」、『和洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、33～49頁、2008年３
月
　秦泉寺友紀
　　「イタリアにおける反ファシズムのネーションであることの困難―「宮廷クーデター」
の記憶を手がかりとして」、『日伊文化研究』第46号、63～74頁、2008年３月
　杉浦功一
　　「国家とグローバル化」岩崎正洋・坪内淳編著『国家の現在』、芦書房、193～223頁、
2007年12月
　　「グローバル・ガバナンスにおけるグローバル・パートナーシップの整理と評価」、『和
洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、51～66頁、2008年３月
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　山下景秋
　　「倉敷芸術都市構想―芸術による倉敷市の活性化―」（単著）、『倉敷芸術科学大学紀要』
第13号、107～119頁、2008年３月
［外国語・外国文学研究室］
　　植松みどり
　　『ジェイン・オースティンを学ぶ人のために』（「本当は恐い幸せ物語」分担執筆）、世
界思想社、95～109頁、2007年９月
　　「海外に出た大英帝国のガヴァネス」、『和洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・文化
的テクスト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、42～53頁、2007年８月
　　「エマ、オースティン文学のヒロイン」、『和洋女子大学英文学会誌』第42号、１～14頁、
2008年３月
　　『 PROMINENCE　English　Reading 』東京書籍、2008年３月
　門脇由紀子
　　「＜シリーズ　もっと知りたい名作の世界９＞『指輪物語』」（分担執筆）、ミネルヴァ
書房、51～62頁、2007年10月
　　「講義ノート「天地創造をめぐって：進化論と『インテリジェント・デザイン』」」、『和
洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・文化的テクスト解題（４）―『王様と私』
遠くから近くから―』、54～58頁、2007年８月
　木下裕昭
　　「タイランドの王朝と教育」、『和洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・文化的テク
スト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、１～36頁、2007年８月
　　「南アフリカ小史」、『和洋女子大学英文学会誌』第42号、51～75頁、2008年３月
　黒田　誠
　　「アンチ・ファンタシーというファンタシー（Ⅱ）　アンチ・ファンタシーの中の英雄
―『最後のユニコーン』のアンチ・ロマンス的諧謔性とファンタシー的憧憬（２）」、『和
洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、１～15頁、2008年３月
　　「ユニバーサル、ユニコーン―『最後のユニコーン』におけるユニコーンの存在論的指
標」、『和洋女子大学英文学会誌』第42号、15～50頁、2008年３月
　河内山有佐
　　『日英言語文化と英語教育』（「EFL教材に見るジェンダーと対立表現：紙ベース教材と
CALL教材の比較」分担執筆）、三修社、349～360頁、2008年３月
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　　「平成18年度新英語カリキュラム導入による教育効果と教員・学習者の反応」、『和洋女
子大学紀要』（人文系編）第48集、119～132頁、2008年３月
　小山太一
　　「『王様と私』とふたつのメロドラマ」、『和洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・文化
的テクスト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、64～72頁、2007年８月
　　翻訳『土曜日』全351頁、イアン・マキューアン著、新潮社、2007年12月
　　書評「イングランドというファンタジー―ラドヤード・キプリング『プークが丘の妖精
パック』」、『新潮』、244～245頁、2007年４月
　　書評「深読み禁止―デイヴィッド・ミッチェル『ナンバー９ドリーム』」、『新潮』、230
～231頁、2007年５月
　　書評「それくらい、いいじゃないか！―カート・ヴォネガット『国のない男』」、『週刊
文春』、133頁、2007年９月
　　書評「滑稽で悲惨で人間味たっぷりの物語―ジョン・アーヴィング『また会う日まで』」、
『週刊文春』、142～143頁、2007年12月
　　書評「一九四五年のドッペルゲンガー―デイヴィッド・ピース『TOKYO　YEAR　
ZERO』」、『新潮』、334～335頁、2008年１月
　佐久間みかよ
　　「ダーウィニズムの行方―エマソンの蠍とメルヴィルの亀」、『英語青年』８月号、33～36頁
　　「『アンクル・トムの小屋』の受容について」、『和洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・
文化的テクスト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、59～63頁、2007年８月
　　『WISH』、研究社、2007年９月
　　翻訳『パーシヴァル・ローエル』共訳、デイヴィット・シュトラウス著、彩流社、131
～205頁、309～319頁、2007年10月
　佐藤義夫
　　「『王様と私』―伝統維持と近代化との狭間で苦悩する王様」、『和洋女子大学英文学会
記念号　言語・文学・文化的テクスト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、
37～41頁、2007年８月
　　「オーウェルの教育」、『オーウェル研究』第26号、９～10頁、2007年４月
　鷲見八重子
　　『英語文学辞典』（23項目分担執筆）、ミネルヴァ書房、2007年４月
　　編集『ヴァージニア・ウルフ研究』第25号、ヴァージニア・ウルフ協会紀要、2007年10月
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　　編集『女の視点で語る』、女性の企画グループ、2008年３月
　　編集『教育とジェンダー』、JAUW全国セミナー報告書、2008年３月
　　論文査読委員『研究ジャーナル』第12号、国立女性教育会館研究紀要、2008年３月
　髙久田佳津子
　　「タイ語ものがたり」、『和洋女子大学英文学会記念号　言語・文学・文化的テクスト解
題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、81～93頁、2007年８月
　服部久美子
　　「シェイクスピアとイタリアの都市」、『和洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、87～
102頁、2008年３月
　田中レベッカ
　　“The Real Lives of Anna and the King of Siam”、『和洋女子大学英文学会記念号　言
語・文学・文化的テクスト解題（４）―『王様と私』遠くから近くから―』、73～80頁、
2007年８月
　リック・ロマンコ
　　“Developing a strategic approach to self-selecting graded readers”、『和洋女子大学
紀要』（人文系編）第48集、133～149頁、2008年３月
［心理学・教育学研究室］
　小沢哲史
　　「子どもを育む心理学」（分担）、保育出版社、57～64頁、2007年４月
　　「女性における男性性発露としての化粧」、『和洋女子大学紀要』（人文系編）第48集、
67～78頁、2008年３月
　大神優子
　　「［特別講演］身振り産出に関わる神経基盤―道具使用身振りに関するfMRI研究-」、『信
学技報』、HCS2007-37（2007-08）、19～23頁、2007年８月
　　「幼児期の身振り表現と言語発達の関連性―定型発達児と肢体不自由児を対象に―」、
『人間文化創成科学論叢』第10号、239～249頁、2008年３月
　鈴木みゆき
　　「子どもの遅寝の要因と生活リズム改善策」、小児歯科臨床Vol.12.No９、18～23頁、
2007年
　　「育児不安と母子の睡眠」、小児内科Vol.40.No１、75～77頁、2008年
　　「保育所で働く保育士のワークモチベーションおよびメンタルヘルスとそれらの関連要
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因」（共同）、小児保健研究Vol.67.No.２、367～374頁、2008年
　　「幼児の生活リズムを整え、体力向上を目指すプログラムに関する調査研究報告書Ⅰ」、
国公立幼稚園長会特別事業委員会、2008年
　　「長時間保育を受けている乳幼児の生活リズム改善に関する研究」（文部科学省委託研
究）、子どもの発達研究会、2008年
　　「みんなで早寝早起き朝ごはん～子どもの生活リズム向上ハンドブック～」（文部科学
省.子どもの生活リズム向上指導資料作成委員会委員）、12～19頁、2008年
　　「乳幼児期からの子供の発達を地域で支えるための教育環境づくりの在り方について」
（第一次答申）、第７期東京都生涯学習審議会（幼児・家庭教育専門部会部会長）、
　　　2007年
　池田幸恭
　　「大学生における親の老いの認知によって生じる気持ちの分析」（共同）、『筑波大学心
理学研究』第35号、27～40頁、2008年２月
